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 （The epistemological triangle） 
 
４．授業における相互作用と教師の姿勢 
























1257) Kon ：プラス 10 です。 
1258) T ：どうして？ 
1259) Kon ：えーと、プラスを取って計算すると、
2 かける 5 なんで、それで 10。 
1260) T ：取っちゃっていいん？なんで？（言い
終えると、式に積の「＋10」を書く）
1261) Kon ：プラス 5 も、5 も同じだから。 




1263) S ：いいっすよ。（数名） 









えー、プラス 5 も 5 も同じだから。
2 かける 5 って言ったんだっけ？ 
（Ko くんの方を見て確認する） 
（「2×5 と同じだから」と板書） 




























































































「えーと、例えば、2 かける 5 の場合をなん
か速さに変えたとして、あのー、１分あたり
が2メートル進むとして、それを5分進んだ、
あのー、その 5 分後だから、10 になったみ
たいな感じに考えて。それをかっこ 2 番は、
逆方向に1分あたり2メートル進むと考えて、




































と挙手した Haru が，「-2 かける+5 は，プラ






の最後の場面で，「-2 が 5 個分とはどういう
ことか？」と再度，Haru の説明を取り上げ
た。そこでは，小学校のときの累加の考え方










































（これに対して，Take は「2 かける 5 で 10 になる
が，それではプラスどうしの時と同じになってし
まうから，マイナス 2 なので 2 を引いた」と答え
ている） 
Nw：2 を引くんだったら、かけるかっこプラ
ス 5 の後に、引くかっこプラス 2 が，そ
のあとにもう一つ何か書かないと、2 を
引くことにはならないんじゃないですか 
Yu：2 と 5 をかけたら、その 2 はなくなるか
ら、Take さんの考えだと 2 と 5 をかけ
て 2 を引くんだったら、そのマイナス 2
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【  表 2 】  
№ 生  徒  の  記  述 分類













今の自分は(-2)×(+5)の時、－、＋の記号に惑わされて、Tuba さんが言ったように-2 が 5 個分というのを
忘れていた 
Ⅱ
11 (-2)×(+5)は-2 が 5 個  Ⅱ
12 
私は、かけ算とはちがうな・・・などと思い、絶対値が大きい方の符号につけてみたり、様々なことを考えをし
た。-2 が 5 個分という意見にはとても納得ができた。 Ⅱ
13 (－5)×(＋2)を(－5)＋(－5)にするという考えは思いつかなかった。その考えは良いと思った Ⅱ
14 
②では、(－2)が 5 個分という考えをした。そこから考えた自分と Tuba さんの考えは似ているなと思った。そ
のような考え方学んだ。 
Ⅱ
15 (2)の考え方を-2 が 5 個分という考え方  Ⅱ
16 かけ算を小学で習った「○○の△△個分」という考えにできた Ⅱ
17 （-2）×（+5）の説明がよく分かった Ⅱ




















33 ①2×5 と同じだから②2×5 をして２をひく③速さに例える④－2 が 5 個分⑤(-2)+ (-2)+ (-2)+ (-2)+ (-2) Ⅶ
34 負の符号の数によって、答えの符号が変わる Ⅶ
35 塾で学んだことも、生かしてやることができました。 Ⅶ
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